
（別紙４）

～    令和 ６年  １２月１６　日

（対象者数） 33 （回答者数） 23

～   令和 ７年    １ 月１５　日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～  令和 ６年  １２月１６　日

（対象数） 18 （回答数） 16

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・個別支援計画の作成について、訪問先施設に今後も協力を

依頼していく。

2

・今後も継続します。

3

・今後も継続します。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・長期的なサービス提供に繋がる幅広い人材確保の必要があ

る。

2

3

○事業所名 近江八幡市発達支援センター

○保護者評価実施期間 令和 ６年　１１月１５日

○保護者評価有効回答数

令和 ６年　１２月１３日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和 ６年　　１月　24 日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和 ６年　１１月１５日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・職員の年齢層が、偏っている。 ・障害児支援に関する相当の知識と経験が必要なため。

・個別支援計画の作成は、相談支援事業所と連携し、訪問先施

設の職員と事前に検討会議を行い、原案作成後、児童発達支援

責任管理者と再度検討作成している。その後、保護者に個別支

援計画説明面談および評価面談を実施している。

・面談日は、保護者に事前に知らせて、保護者支援を踏まえ丁

寧に説明し、同意を得ている。

・就学前施設（幼稚園・保育所・こども園）での経験が豊富な

職員配置のため、加配職員の困り感に対して、適切なアドバイ

スや、保育援助の直接指導ができている。

・保育の直接指導では、加配職員が担当時の姿を、客観的に観

察できる機会にしている。

・保育所等訪問サービス提供記録の内容は、保護者や加配職員

に分かりやすく、丁寧に記載されている。

・保護者のニーズに合わせた内容に、留意して記載するように

している。

事業所における自己評価総括表公表


